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第１３３号    この紙面は山田健康センターの本ホームページ上でもご覧いただけます  山田健康センター 検索 
第 134 回の西式甲田療法勉強会は 11 月 11 日（土）当店で。11:30 集合。「生野菜ジ

ュース実演と小カロリー玄米食昼食会・栄養摂取の基本」￥1,500 断食はなし  

希望者は事前申込が必要です。体験された皆様方のご感想などをお持ち寄り下さい。 

○余計なお世話でしょうが、引っ掛かる 
 憔悴した態の奥様とその付き添いであろ

うと思しきご主人が。細々した奥様の今まで

の闘病履歴説明を伺った後応談。大変だとい

う面持ちで耳を傾けていられる。ご主人の方

はと見れば、俺は関係ないという風情だ。 
重苦しい空気の中、話題を変えようとご主

人に振ってみる。「失礼ですがご主人さんは

お元気そうでどこも悪くはないのでしょう

か？」「私は健康には自信があります。若い時

から病院通いなぞしたことないですから。頭

の具合が悪い時にちょっと頭痛薬か何かを

飲むくらいで、飲めば次の日にはもう元に戻

るんですから。持病も無し。」「それは良いで

すね。回復力が早そうでまだまだお若くてお

元気なんですね。ところで眼鏡をかけていら

っしゃるということは目が少しお悪い？」

「ええっ？……これは学生時代からのもの

で、視力は弱いかもしれないが眼鏡を使って

いる分にはよく見えますし不自由はしてい

ません。それが何か…？」「いえ先程の頭痛と

関連しているのかもとちょっと思っただけ

です。であれば、奥様と一緒に伴走して頂け

るかなと…。」「ふふっ」手を横に振られた。 
○症状無し、は無病といえるか？ 
やはり…。考え込む。無病とは症状が無い

というのと同じだろうか？そうとは限らな

い。症状に現れるのは、一定の閾値をオーバ

ーしたときに感覚に上るということ。一定の

標準偏差を逸脱した状態の警鐘ということ

とも言える。だが病巣は存在するのであって

感じ得ない範囲に収まっているだけで知ら

ぬが仏の場合も在る。ただし痛くも痒くもな

いことで一々気にする徒労も馬鹿げたこと

だ。そこに拘泥するとやがて体自体がそのモ

ードに切り替わり、現実に症状をしつらえる

様に働くという一面を持つ。「心配しただけ

ソン」なのだ。 
そう考えると、問題は閾値の幅を広げるよ

うに画策すれば症状に悩むことも少なくな

る理屈である。その画策こそ心と体の「健康

法」といえないだろうか。眼鏡を毎日掛けて

いて眼鏡を意識しない、視力や頭痛の進行な

ど考えることも無い。悪いところなど無いか

ら良いのだと錯覚するのは人間の得意技か

もしれない。事実自分の胃袋が外から見てど

の辺に在る？という質問に的確に答えられ

るのは胃痛を経験した人だけである。やがて

ご夫婦といとまごいした。 
○INORI 
仏教の経典・般若心経に

色即是空空即是色という有

名なくだりがある。頭痛が

すればそこに頭（色）がある

と自覚するが、痛くなけれ

ば（空）どこに頭があるなど意識することも

ない。しかしながら痛くない（空）からとい

って頭が無いはずがない（色）。同様に受も

想も行も識もすべてが同じ理論でくくられ

るということであるとのお釈迦様の言に従

えば、痛みがあると感じる（受）ことも、何

か手を打たねばと思う（想）ことも、病院に

駆け込む（行）ことも、「やれやれ頭痛は大

変なことになることもあるのだからこれか

らは気をつけよう」と評価認識すること（識）

でさえも無駄な偏狭であるのかもしれない。

ただ空を求めて「何も感じることが無い」状

態に持っていく努力こそが真実の態度であ

るように思える。それこそが幸いであろう。 

……間違っていたらゴメンナサイ、仏さま!! 



☆ 器官別・ミニアドバイス  四肢３  

前回は足に故障や変形を来すと手のそれより

も悪影響が大きいと認識を促した。それは様々な

姿勢に対応して全身の荷重を支保する宿命を負

うからである。即ち、踝で一身に掛かる負荷を足

裏全体に分散する構造に発達したのである。足の

骨格を維持する強力な靭帯、伸縮性ある筋肉、そ

れらのバックに配置される神経や血管の絶妙な

関連作業が歩く、跳ぶ、蹴る運動を可能にしてく

れる。また踝から足指の付け根へは靭帯がアーチ

状に結び、とくに親指側と小指側の強度は図抜け

ている。そのアーチと直角に交差するように足指

付け根には横のアーチが配置されそれぞれ弾力

的に作動する。もし、こうした足の動きを隔離し

てしまうような合わない靴を常用しているとど

うなるか？外反母趾や内反小指の変形、アーチの

歪みを作ってしまう結果になる。たとえ足に合っ

た靴だとしても、アーチの動きを保護するようで

ありながら却って神経刺激の無さにやがて筋肉

を硬化させたり筋膜を伸ばしたりしてアーチの

山がへこみ柔軟性を失うのである。また血流も消

極的となる。こうした文化性が足を過保護にする

ことになり、年月ののち疲れやすい足、冷える足、痛みが出る足にと変貌していく訳である。これらの予

防には従って、時々靴を下駄に、ストッキングを 5 指靴下に履き替える、平らでない小石交じりの地道

や凹凸ある砂地、傾斜道等であまり使われない筋肉に時々刺激を与えるのが賢い。但し注意すべきは糖

分過剰な血液状態だと関節部に炎症（風邪ひき）を起こしやすい。そして疲労素解消に毛管、脚絆などを。 
予防法医学会主催の 第３回健康講座 in 京都 ～あなたに予防法～ 

日程：平成 29 年 11 月 19 日（日）午前の部 10:00～12:00・午後の部 13:00～15:00 （開場 9:30） 
場所：府立総合社会福祉会館（ハートピア京都）3F 地下鉄烏丸線「丸太町駅」5 番出口すぐ 
参加費：全日￥3500 半日￥2500   定員：先着 100 名   申込〆切：11 月 10 日（金） 

内容：＜午前＞「プチ断食で健康的に美しく」赤池キョウコ（ｲﾗｽﾄ作家）、「腸健康法・健康は腸

活でつくる！」井上敬（医師）／＜午後＞「青汁一杯で生きられる体のメカニズム」森美智代（鍼

灸師）の講演、トーク、実技他  問合せ、申込み：事務局・０５４-３９６-３３２１(花澤) 

※ 当所主催 第 1３期 西式甲田健康法勉強会・今後の予定 

今期も、昼食に断食メニュー体験を併せて行ないます。1 日断食を断行するきっかけになりますので、朝

食抜きでどうぞ奮ってご参加下さい。講習会参加費１回 600 円・断食食 400 円（自由） 事前申込必要
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  日    時 内    容 断 食 ・ 備 考  

第１３４回 １１月１１日（土）１１：３０ 生野菜汁と玄米少食各ｺｰｽ昼食会 材料費・別途￥９００ 

第１３５回 １２月 ９日（土）１４：００ 宿便と細菌群の腸管をｸﾘｰﾝに保つ くず湯断食 

第１３６回 １ 月１３日（土）１４：００ 手当ができる手を作る 40 分合掌行 重湯断食 


